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ことりのさえずりにみみをふさいでいたら、ことりはあたまをかるくついばんできました。　

ことりはいっぽんいっぽんくろいけをぬいていって、とうとうあたまをぜんぶたべてしまいま

した。ことりはうたいます。さえずります。そしてまただれかのあたまをたべにいきます。こと

りはふんをします。ちしきとじょうねつとゆめときぼうと、すこしのぜつぼうがはいった、きら

きらした、ふん。

 

いちねんご、あるちいきにはくびからさきがなにもないものしかいなくなってしまいました。

さわってもさわっても、なにもないのです。こんらんしたものたちは、わけがわからなくなって

、くるったようにおどりだし、きづつけあい、うたい、なきました。そしてさいごにめいあんを

おもいつきました。

 

きらきらしたことりのふんを、あつめてかためてじぶんのあたまにしたのです。かおのぶぶん

はみんないっしょ。みんなわらっていればしあわせだから、えがおにしようと。

 

みんながみんな、きらきらしたあたまと、まんめんのえみにたもたれたそのせかいは、しあわ

せなはずでした。いたみもなやみもなにもない。でもそのかわり、よろこびもよろこびにおもえ

ない、わらっていてもなににわらっているかわからない、そんなせかい。すぐにあきてしまった

ものたちは、またわけがわからなくなって、くるったようにおどりだし、きづつけあい、うたい

、なきました。

きらきらしたあたま　そこからでるなみだ　きらきらとなみだがかさなって、そのものたちのち

いきには、きづけばにじがたくさんかかっていました。しかしどんなかおをしたらいいかわから

なくなったものたちは、そのままなきつづけました。

ないて・ないて・ないて。いつのまにかそのせかいには、したをむいてなくひとしかいなくな

ってしまいました。なみだはかれ、にじはきえ、そのものたちのせかいはまっくらになってしま

いました。　きらきらだったあたまも、なみだでよごしてしまいました。あんなにあったふんも

、いまはもうありません。

 

なにもありません、みんなおなじです。なにもかんじません、みんなしたをむいています。こ

とりが、すべてたべてしまったから。みんなすべて、おなじになってしまったから。ことりはそ

のせかいをみたあと、きれいなこえでさえずりながら、とびさっていきました。つぎのせかいを

さがして。おしまい。


